
夕日はかくれて、道なお遠し・・・ 

 

「それで、彼らが、『いっしょにお泊まりください。そろそろ夕刻になりま

すし、日もおおかた傾きましたから。』と言って無理に願ったので、イエス

は彼らといっしょに泊まるために中にはいられた。」                    

(ルカの福音書24章29節) 

 

 讃美歌359 番の1 節と折り返しの部分は、こうなっております。「夕日は

かくれて、道なお遠し / 行末いかにと、思いぞ煩らう。…わが主よ今宵も、

側方にまして / 寂しきこの身を、はぐくみ給え。」 

 この讃美歌の作詞者キャロライン・スミスは牧師夫人で、ある日曜日、著

名な牧師の「老人の要求に応える宗教」と題する説教を聴き、それにいたく

感動し、その印象や感想をまとめて、詩を作りました。紆余曲折を経て、そ

れがこの讃美歌の歌詞になったのです。なお、当初の讃美歌のタイトルは「老

人の祈り」でした。確かに、2 節以下の歌詞は観てみれば、そのような状況

が容易に理解できるでしょう。 

 ところで、冒頭に記した1節の歌詞と折り返しの部分は、明らかに、讃美

歌集にも記されている、上掲の聖句を含む、いわゆる「エマオ途上での復活

のキリスト顕現」の場面をうたったものであることが分かります。おそらく、

キリストの十字架を目の当たりにしたエマオ途上の弟子たちの行く末の不

安と夕暮れ時の寂しさに、人間の老いへの不安や死への恐れが重ね合わせら

れているのではないでしょうか？ 

しかしながら、エマオ途上の弟子たちと同宿した復活のキリストは、今を

生きる私たちの不安と寂しさと恐れの中にも、「側方にまして、寂しきこの

身を、はぐく」んで下さるのです。そして、そのことを如実に実感できるの

が、エマオ途上でもなされたパン裂き(主の食卓)と聖書の説明(説教)などから

成る≪礼拝≫にほかなりません！ 



このこと(復活)を信じますか？ 

 

「イエスは言われた。『わたしは、よみがえりです。いのちです。わたしを

信じる者は、死んでも生きるのです。また、生きていてわたしを信じる者は、

決して死ぬことがありません。このことを信じますか。』」     

 (ヨハネの福音書11章25～26節) 

 

 私たち御茶の水キリストの教会の教会墓地の墓石には、上掲のみことばの

一部(下線部)が文語訳で刻まれています。・・・「我は復活なり」と！ 

 ところで、キリスト教信仰において、死は決して終わりではありません。

まさに、そのことを上掲の聖句は私たちに語り告げているのではないでしょ

うか？キリストの復活は、まさに、私たちキリスト者の復活の初穂であり、

プロトタイプなのです。また、私たちの復活の力強い保証でもあります。キ

リストにある者は、たとえ死んでも必ず復活し、永遠に生きることができる

のです。 

死を恐れ、墓を見詰めながら生きていく人生の空しさはいかばかりでしょ

うか？それはまさに、Hopeless End(希望なき終わり)です。しかしながら、

キリストの復活は、そんな、本来、Hopeless End(希望なき終わり)を歩むし

かなかった私たちに、むしろ、死は終わりではないことを確信させるものな

のです。 

ちなみに、Hopeless End の Hope と End を入れ替えてみて下さい。

Endless Hope(終わりなき希望)となります。復活信仰に生きるキリスト者に

とって、決して、死は終わりではありません。死においても、お先真っ暗な

のではなく、そんな闇の中にこそ光が見えてくるのではないでしょうか？死

の闇の向こうに、希望の光が輝き、そこに、復活の主は立っておられるので

す。 

 復活の主イエス・キリストは貴方に問うています。「このことを信じます

か？」と！ 



その愛の大きさは・・・ 

そこで支払われた犠牲の大きさで分かる！ 

 

「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、

なだめの供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。」  

                                       (ヨハネの手紙第一4章10節) 

 

 いわゆる教会暦によれば、今年は来週の日曜日(3 月 31 日)が「復活祭(イ

ースター)」に当たります。そして、その前の一週間、すなわち、今週が「受

難週」であり、今週の金曜日が「受難日」ということになります。 

 そんな主イエス・キリストの受難とは、言うまでもなく、その十字架の死

にほかなりません。そして、それはひとえに私たちの罪の贖い、つまり、救

いのためなのです。 

 上掲のみことばは、そんな主イエス・キリストの十字架という受難を、父

なる神の視点から述べたものです。「神が私たちを愛し、私たちの罪のため

に、なだめの供え物としての御子を遣わされ」たのです。 

 父親にとって、その愛する息子の命は、それこそ、自分の命以上に大切な

はずです。そんな愛する息子の命を誰かのために犠牲にすることは、普通は

考えられません。しかしながら、父なる神は、なんと私たち一人一人を愛す

るがために、愛する息子、すなわち、御子の命を十字架上で犠牲にして下さ

ったのです。「ここに愛があるのです」！ 

 こんな言葉があります。「その愛の大きさは・・・そこで支払われた犠牲

の大きさで分かる！」。神の御子イエス・キリストの十字架の死、その大き

な犠牲の背後にこそ、神の私たちに対するそれはそれは大きな愛が見て取れ

るのではないでしょうか？ 

 受難週に限らず、週ごとの主の食卓でこそ、その愛の大きさを味わいまし

ょう！ 



そのあとがある！～終着駅は始発駅～ 

 

「…患難が忍耐を生み出し、忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性

が希望を生み出すと知っているからです。この希望は失望に終わることはあ

りません。…」           (ローマ人への手紙5章3b～5a節) 

 

この三月は、日本ではいわゆる卒業シーズンになります。ある意味、別れ

の季節であり、言うなれば「終着駅」です。しかし、同時に、それは次のス

テージ(上の学校への入学や就職など)への新たな出発であり、それこそ「始

発駅」にもなるのではないでしょうか？ 

「終着駅は始発駅」という言葉があります。例えば、JR 常磐線は、上野

東京ラインでなければ、基本的に、上り列車は上野駅が終着駅になり、しば

らくすると、今度は、そんな上野駅が始発駅になって、下り列車として水戸

方面へ新たに出発していくのです。そういう意味で、時に、「終着駅は始発

駅」になるのです。 

ところで、私たちは、神に身を委ね、キリストの救いを受け入れた者は、

たとえ「死んでも生きる」(ヨハネ伝11:25)ことを知っています。そのような

意味で、地上生涯の「終着駅」である死は、永遠の命という新しいステージ

の「始発駅」にもなるのです。 

 そして、また、この論理は、必ずしも、救いという意味合いにおいてだけ

でなく、より現実的、この世的にも妥当するのではないでしょうか？つまり、

もう終わりかと思えるような瞬間も、主にあって新しい出発点になり得る、

ということです。 

つい先日、13 年という節目を迎えた、あの東日本大震災の直後に、詩人・

谷川俊太郎は次のように詩っています。「そのあとがある。…もうあとはな

いと思ったあと、すべて終わったと知ったあとにも、終わらないそのあとが

ある。…」と。そうなんです！ 



「臭」くならずに、「美」しくなる ＜礼拝＞ 

 

「マリヤは言った。『わがたましいは主をあがめ、わが霊は、わが救い主な

る神を喜びたたえます。』」        (ルカの福音書1章46～47節) 

 

 マリヤの賛歌「マグニフィカート(マニフィカト)」は、上掲のみことばの

下線部分の「あがめ(る)」のラテン語から来ています。そして、「あがめる」

ということは、本来、「大きくする」という意味です。つまり、マリヤはこ

こで、自らを「卑しいはしため」(48節)と卑下しつつ、主を大きくすると言

っている訳です。 

 ある意味、私たちキリスト者も、へりくだって自らを小さくし、主をこそ

「大きくする」＝「あがめる」ことが必要なのではないでしょうか？そして、

そうする時、そうする場が＜礼拝＞なのです。＜礼拝＞でこそ、私たちは主

を主とするのです！ 

 ところで、「臭い芝居」とか「演技が臭い」という場合の「臭い」とは、

お芝居や映画などにおいて、つい俳優が必要以上に自分を大きく出してしま

い、いかにも演技しているという場合に言います。逆に言えば、臭くない、

美しい演技というものは、演技している自分が目立たずに、むしろ、演技(自

分)を感じさせない、自然な演技なのではないでしょうか？信仰にも通じる

ものがあるように思います。 

くしくも「臭」いという字は、「自」分を「大」きくすると書きます。私

たちはつい自分を大きくして、高慢になってはいないでしょうか？私たちが

大きくすべきなのは自分自身ではなく、「主」ただ一人です。 

ちなみに、「美」しいという字は、「羊」を「大」きくすると書きます。

私たちキリスト者が、自分自身を大きくするのではなく、謙虚に神の小羊で

ある主イエス・キリストを大きくする(あがめる)時、主の目に「美」しい礼

拝になるのかもしれません。 



マラソンの如く、終わりから今を見て！ 

 

「・・・うしろのものを忘れ、ひたむきに前のものに向かって進み、キリス

ト・イエスにおいて上に召してくださる神の栄冠を得るために、目標を目ざ

して一心に走っているのです。・・・私たちの国籍は天にあります。」  

                                  (ピリピ人への手紙3章13～14、20節) 

 

本日(3/3)は「東京マラソン」開催のために大規模な交通規制があり、車を

使う方は大変だったと思います。もちろん、42.195kmを走るアスリートた

ちも大変でしょう。 

ところで、マラソンを走るアスリートは、最初から全速力という訳にはい

きません。そんなことをしたら、はるか先のゴールにたどり着くことさえ困

難になるでしょう。彼らはある意味、42.195kmのゴールまで走り尽くすこ

とをイメージし、ペース配分を考えて、“今”を走っているのではないでし

ょうか？まさに、マラソン走者は、終わりから今を見ているのです。 

中世ヨーロッパの修道士たちは「メメント・モリ(死を覚えよ)」という言

葉を合言葉として投げ掛け合い、積極的な意味で、地上生涯の終わりである

死を意識しつつ、限りある人生をより濃く生きようとしたそうです。これも

また、終わりから今を見ようとしたのではないでしょうか？ 

と同時に、私たちキリスト者は、“死は決して終わりではない”というこ

とも知っております。ですから、限られた地上生涯としての人生をより濃く

生きようとすると共に、「終着駅は始発駅」、すなわち、人生の終着駅として

の死は、まさに、永遠の命という新しい生の始発駅でもあることを覚えて、

決して悲壮感ではなく、むしろ希望をもって、それなりに長い人生マラソン

を最後まで走り尽くしたいと思います。 



天国の礼拝を！ 

 

「ふたりでも三人でも、わたしの名において集まる所には、わたしもその中

にいるからです。」                      (マタイの福音書18章20節) 

 

「教会」は新約聖書の原語ギリシア語で“エクレシア”。「召し出された者

たち」という意味の言葉です。ですから、どんなに見た目に素晴らしいノー

トルダム大寺院もサグラダ・ファミリアも、そこにキリスト者が集っていな

ければ、それらは単なる教会堂(Church Building)であって「教会(Church)」

そのものではないのです。そこにキリスト者が複数集い、共に主を礼拝する

時、それで初めて「教会」と呼べる訳です。その意味において、第一義的に、

教会は“礼拝”の場であると言えましょう。 

ところで、英語で「礼拝」を表す言葉は、いくつかあります。一つは

“Worship”で、本来、「価値あること」を意味する“Worth-ship”から来てい

るようです。そして、もう一つが「奉仕」を意味する“Service”。礼拝では、

神様が私たちに沢山の恵みを持ってサービスして下さると同時に、そんな神

様に私たちも心からサービス、奉仕するのです。さらに、もう一つが

“Assembly”。この“Assembly”には「集まる」というニュアンスがあり

ます。主にある交わりという意味合いですね。 

へブル人への手紙10章25節に「ある人々のように、いっしょに集まるこ

とをやめたりしないで、かえって励まし合い、かの日が近づいているのを見

て、ますますそうしようではありませんか。」とあるように、極力、共に集

まって礼拝したいものです。 

かつて、あるアメリカの兄弟が御茶の水の日英合同礼拝における日本語と

英語の入り乱れる讃美を聴いて「天国の讃美！」と評しましたが、ぜひ、私

たちの教会の礼拝を、様々な者たちが分け隔てなく喜び集う、天国での礼拝

のようにしたいものです。 



姉妹教会を覚えて 

 

「自分のことだけではなく、他の人のことも顧みなさい。」   

(ピリピ人への手紙2章4節) 

 

日本にある“キリストの諸教会(Churches of Christ)”は、今現在、北は北

海道から南は沖縄まで、おおよそ四十数教会です。そのうち半数近くが茨城

県に集中し、やはり半数近くが伝道者のいない教会です。今から二十年前

(2000年以前)は、おおよそ六十教会というイメージでしたので、かなり減少

したことになります。 

さらに言えば、近いうちに教会を閉じるかもしれない状態にある諸教会も

いくつかあるのが現状です。もちろん、そこには様々な要因が考えられます

が、主なものとしては教会員の高齢化、伝道者や教会リーダーなど、働き人

の不足が挙げられましょう。 

ぜひ、自分たちの教会に問題がないからと言って、そのような姉妹教会の

現状を「対岸の火事」とするのではなく、むしろ、我が事のように考え、ま

ずは、私たちにできることをして参りたいと思います。上掲のみことばにあ

りますように、パウロは「自分のことだけではなく、他の人のことも顧みな

さい」と勧めています。 

まずは、祈りましょう。必要に応じて、閉鎖の危機にある姉妹教会のこと

を分かち合いますので、具体的に祈って参りたいと思います。そして、併せ

て、そんな祈りを具体化させるべく、必要な支援の手を差し伸べていきまし

ょう。 

現在、御茶の水からもいくつかの姉妹教会に説教者を派遣しております。

もちろん、それも大いに助けになるかと思います。と同時に、それはある意

味、急場しのぎ的な側面であることも事実です。「飢えた子供に魚を与える

より、魚の釣り方を教えた方が良い」と言われますが、そういう意味で、今、

私たちに一体、何ができるでしょうか？ 

 



与える愛をチョコっとでも!? 

 

「 受けるよりも与えるほうが幸いである。」  (使徒の働き20章35節) 

 

2月14日は、いわゆる「バレンタイン・デー」。コンビニなどでは、お正

月の後、直ちにバレンタイン仕様になり、チョコレートが目立つところに所

狭しと陳列されているのではないでしょうか？ 

ところで、諸説あるようですが、バレンタイン・デーにまつわる逸話はお

およそ次のようなものです。・・・紀元3世紀頃、時のローマ皇帝・クラウ

ディウス二世は、若者が出征、すなわち、戦争に行くことを拒否する最たる

理由は恋人や妻を故郷に残すことを躊躇する気持ちにあると確信し、なんと

結婚自体を禁止してしまいました。そんな中、司祭のウァレンティヌス(=バ

レンタイン)は、悲しむ若者たちのために犠牲を覚悟して、愛し合う者たちの

結婚式を執り行なったのです。それを知って怒った皇帝は、やがてウァレン

ティヌスを処刑。その処刑日が結婚の守護女神ユーノーの祝日に当たる2月

14日だったことから、毎年2月14日には、ウァレンティヌスを偲びつつ、

愛する者たちがその愛を告白し合い、贈物を贈るようになったという訳です。 

上掲の聖句にあるように、イエス・キリストは「受けるよりも与えるほう

が幸いである」と語っています。そして、そんなキリストご自身、実際に、

十字架上での贖いの死をはじめ、まさに、大きな犠牲を払い、与える愛を体

現なさいました。そんな主は「私があなたがたを愛したように、あなたがた

も互いに愛し合」いなさいとも言っています。[ヨハネ伝15：12]。・・・ぜ

ひ、この際、義理チョコのために高額を払うよりも、(今、困難の只中にいる)

高価で尊い誰かの為に、主の偉大な愛に応え、また、ウァレンティヌスに倣

って、でき得る与える愛をチョコっとでも差し出しましょう！ 
 



共に礼拝できる喜び 

 
「見よ。兄弟たちが一つになって共に住むことは、なんというしあわせ、な

んという楽しさであろう。」              (詩篇133篇1節) 
 
上掲の聖句に「一つになって共に住む」という箇所があります。ちなみに、

ここで「住む」と訳されている言葉は、原語のヘブライ語では“ヤーシャブ”

という単語で、「住む」だけではなく、「座る、留まる」などとも訳し得る言

葉なのです。ですから、新改訳聖書は「一つになって共に住む」と訳してい

ますが、いわゆる口語訳聖書は「和合して共におる」と訳し、新共同訳聖書

は「共に座っている」と訳しています。 

 私個人としては、この詩篇が「都上りの歌」、すなわち、巡礼歌であった

り、即位式や祭儀、ことに主にある交わりのうちの礼拝をイメージしている

ことを鑑みますに、ここは新共同訳聖書の「共に座っている」が実際のイメ

ージに近いように思います。新改訳聖書と合わせ、「一つになって共に座し

ている」とするのはいかがでしょうか？ 

 兄弟姉妹が神を見上げ、主を礼拝するために「一つになって共に座してい

る」、何という幸せ＝恵み、楽しさ＝喜びでしょうか？コロナ禍中の礼拝自

粛の時を思い出して下さい。今、対面で共にできる礼拝を感謝しましょう。

極力、大切にいたしましょう。聖書においても「いっしょに集まることをや

めたりしないで、かえって励まし合い・・・ますますそうしようではありま

せんか」(へブル10:25)と勧められています。 

 そんな「一つになって共に座」す礼拝は、私たちが信仰生活を続けていく

上で大きな励ましとなるのです。・・・アフリカのことわざに、こういう言

葉があります。「早く行きたければ、一人で行け。遠くまで行きたければ、

みんなで行け。」。ある意味、天の御国は、遠く、はるかかなたにあります。

共に礼拝しつつ、一緒に行きましょう！ 



自分が栄光を受けるよりも、 

神に礼拝をささげることを優先したランナー 

 
「だから、神の国とその義をまず第一に求めなさい。そうすれば、それに加

えて、これらのものはすべて与えられます。」 (マタイの福音書6章33節) 

 

今年 2024 年はオリンピック・イヤーで、フランスはパリでオリンピック

が行なわれます。実は、今からちょうど100年前の1924年にもパリでオリ

ンピックが行なわれました。そして、そこで一人のクリスチャン・ランナー

が自ら大いなる栄誉を受けることを犠牲にして、神にこそ栄光を帰すことを

優先したのです。この逸話は後に映画(『炎のランナー』)にもなり、アカデ

ミー賞の作品賞を受賞しました。 

イギリスの大選手団の中に、陸上100mのアスリートで、「金メダル確実」

の前評判の高いエリック・リデルという選手がおり、イギリス国民は大いに

期待していました。ところが、その予選の日程が日曜日に当たったことから、

敬虔なクリスチャンであったリデルは、なんとオリンピック出場を辞退して

しまうのです。ロイヤル・ファミリーまでもが説得に乗り出したそうですが、

神を第一にすることを喜びとしていたエリック・リデルに、日曜日に走る選

択肢はありませんでした。彼は神を第一として、神を礼拝することを優先し、

二度とチャンスが巡って来ないかもしれないオリンピックの、しかも、その

花形種目である陸上100mの金メダルを犠牲にしたのです。 

イギリス国民は持って行き場のない悔しさに沈黙しましたが、神は自らを

第一としたエリック・リデルに黙したままではおられませんでした。結果的

に、400m 走のエントリーに欠員が生じた際、競技(距離)の違いゆえに無謀

だとの声をも制して代走した彼は、何と当時の世界新記録を樹立して、金メ

ダルを獲得したのです。 



まず、現状を知り、関心を抱く！ 

 

「ところが、あるサマリヤ人が、旅の途中、そこに来合わせ、彼を見てかわ

いそうに思い、近寄って傷にオリーブ油とぶどう酒を注いで、ほうたいをし、

自分の家畜に乗せて宿屋に連れて行き、介抱してやった。」      

(ルカの福音書10章33～34節) 

 

つい先日のことですが、御茶の水で共に礼拝を守っています“ハンガー・

ゼロ(国際飢餓対策機構)”の近藤高史兄からのお誘いもあり、OCCビルで行

なわれた“ハンガー・ゼロ”主催のチャリティー・コンサートに家内と共に

行って参りました。その中で、世界の飢餓状況についての説明がありました。

それによりますと、今や80億を超える世界人口の中で、深刻な飢餓状態に

ある方々が、何と8億2800万人もいるというのです。実に、世界では10

人に1人が飢えているということになります。・・・はたして、私たちはこ

の現実・現状を知っているでしょうか？あるいは知っていたとしても、どれ

ほど深刻に受け止めているでしょうか？ 

飢餓の問題に限らず、能登半島地震など、あらゆる問題に、私たちが隣人

愛を発揮し、具体的な助けの手を差し伸べるためには、まず、その現状をよ

り正確に把握する必要があるのではないかと思います。そして、そのために

は、何よりも、私たちがその問題に関心を抱くということが求められている

のではないでしょうか？ 

上掲の聖句は、いわゆる「良きサマリヤ人のたとえ」の一部ですが、ここ

には一人のサマリヤ人が、まずその瀕死の重傷を負ったユダヤ人に関心を抱

いたことが伺えます。「かわいそうに思」ったというのは、原語ギリシア語

では“スプランクニゾマイ”、直訳すれば「内臓が揺り動く」という意味で

あり、まさに、それは「我が事のように思った」ということです。そんな関

心が共感を呼び、共感が行動を呼び起こすのです！ 



弱さを新たな出発点として 

 

「その後、主はアブラムに仰せられた。『あなたは、あなたの生まれ故郷、

あなたの父の家を出て、わたしが示す地へ行きなさい。』」          

(創世記12章1節) 

 

2024年は、ある意味、幸先の悪いスターとなりました。甚大な被害をも

たらし、多くの人々を震撼させた元旦の能登半島地震、そして、衝撃的な光

景を目に焼き付けることとなった、その翌日の羽田空港での航空機衝突事故。

この先、どうなってしまうのか、との不安を抱いた方も少なくないのではな

いでしょうか？・・・まずは、被災された方々、家族を亡くされた方々、困

難の中にいる方々のために祈りましょう。 

ところで、創世記12章には、「信仰の父」アブラ(ハ)ムがその生まれ故郷

を離れ、神の示す地へと出発する様子が描かれています。ただ、この時のア

ブラハムには、少なくとも三つの弱さがありました。第一に、七十五歳とい

う高齢。第二に、その行先を知らされていないという目的地不明の不安。そ

して、第三に、子孫繁栄という神の約束が根拠の旅立ちながら、現実には妻

が不妊であるという矛盾。 

しかしながら、アブラハムは、何とそんな三つの弱さから来る大いなる不

安のうちにも、無から有を生み出す神を信じて出発しました。後に、アブラ

ハムが「信仰の父」と呼ばれる所以です。結果として、彼の旅は「終わり良

ければ全て良し」と言わんばかりに豊かに祝福されました。高齢であったに

もかかわらず健康が支えられ、無事に目的地へも導かれ、さらには、高齢の

妻も妊娠し、約束の子が与えられたのです。 

私たちも今年、まさに大いなる弱さと不安のうちに出発することとなりま

したが、「信仰の父」アブラハムに倣って、私たちの感じる弱さをこそ、新

たな出発点としたいものです。なぜなら私たちは「弱いときにこそ…強い」

(Ⅱコリント12:10)からです！ 

 



神に喜ばれる真(まこと)の礼拝 

 
「そういうわけですから、兄弟たち。私は、神のあわれみのゆえに、あなた

がたにお願いします。あなたがたのからだを、神に受け入れられる、聖い、

生きた供え物としてささげなさい。それこそ、あなたがたの霊的な礼拝で

す。」 
             (ローマ人への手紙12章1節) 

 

年始の箱根駅伝では、久しぶりに青山学院大学が復活の完全優勝を成し遂

げました。ちなみに、飛ぶ鳥を落とす勢いだった青山学院大学の連覇が途切

れた際、原監督が次のように語っていたのが印象的です。「連覇をしていく

中で、チャレンジ精神を失った」。確かに、よく言われます。「前進・進化す

ることをやめる時、後退・退化が始まる」と。 

私たちキリスト者も、たとえ肉体的には衰えを隠せなかったとしましても、

霊的・信仰的には、ぜひ、成長したいものです。そして、そのためにこそ、

霊的なエネルギーをいただく≪礼拝≫をこそ、大切にいたしましょう。 

「礼拝」のことを英語で“ワーシップ(worship)”と言いますが、それは本

来、「価値あるもの(worth-ship)」から来ています。何はなくとも、“礼拝”

だけは大切なのです。私たちはそこで神と出会い、復活の主と再会するから

です。また、「礼拝」のことを英語で“サービス(service)”とも言いますが、

それは神の私たちに対するサービス(恵み)であると同時に、私たちの神に対

するサービス(奉仕)でもあるのです。 

ちなみに、礼拝には、何とかそれを「守る」という側面がある一方で、よ

りチャレンジングに、そこで私たち自身を「ささげる」という側面もあるの

ではないでしょうか？・・・ぜひ、今年(2024年)、共に「神に喜ばれる真(ま

こと)の礼拝」をしっかりと守り続け、そして、精一杯おささげして参りまし

ょう！ 


